
 

 

［成果情報名］四季成り性イチゴの夏秋どり栽培における培養苗の育苗方法 

［要約］購入した培養苗を生産株として使用する場合には、「デコルージュ」では定植の

前年秋、「サマードロップ」では定植年の３月から育苗を行うと、ランナー苗とほぼ

同程度の収量が得られる。育苗容器は 24 穴又は 35 穴のセルトレイも利用可能である。 
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［背景・ねらい］ 

 夏秋どりイチゴ栽培で利用される四季成り性イチゴ品種の多くは、苗の増殖率が低くラ

ンナー繁殖による生産株の確保が困難な場合がある。このため、液体振とう培養で大量増

殖した苗（以下、培養苗）を購入して生産株として利用する技術を明らかにする。 

［成果の内容・特徴］ 

１．購入した培養苗を生産株として使用する場合には「デコルージュ」では定植の前

年秋、「サマードロップ」では定植年の３月から育苗を行うと、ランナー苗と同程

度の収量が得られる(表１)。 

２．「デコルージュ」では定植の前年秋及び定植年の３月から育苗した培養苗は、前年

秋に採苗したランナー苗に比べ、定植時までの生育は劣るが、収穫開始時にはその生育

差は小さくなる。「サマードロップ」では、定植年の３月から育苗した培養苗の方が、

収穫開始時にはランナー苗よりも大きくなる(表２)。 

３．培養苗とランナー苗の果実品質の差は見られない(表３)。 

４．定植の前年秋から培養苗を育苗する場合には、育苗培地容量が小さい 24 穴又は 

35 穴のセルトレイでも、９～10.5cm ポットと同等の収量を得ることができる（表４）。 

［成果の活用面・留意点］ 

１．品種によって、定植年の３月から育苗を行うと定植以降の生育が旺盛になり、果数及

び平均一果重が少なく収量性が劣る場合がある。 

２．使用した培養苗は 128 穴セルトレイ本葉４～５枚の苗である。育苗で使用した各容器

の容量は 35 穴セルで約 130ml、24 穴セルで約 180ml、９cm ポリポットで約 330ml、10.5cm
ポリポットで約 530ml である。 

３．使用した培養苗はみかど協和㈱から購入したものである（培養苗１本 120 円）。 

４．2009 年の耕種概要は、６月１日定植、８月中旬～10 月 17 日まで収穫。ヤシ殻培地を

使用した養液栽培。うね幅 150cm、株間 25cm、２条植え、大塚 A 処方 0.4～0.6dS/m、１

日４回給液、株当たり 400～600ml/日のかん水。  
５．2010 年の耕種概要は、５月 12 日定植、７月９日～11 月 30 日まで収穫。土耕栽培。   

うね幅 100cm、株間 25cm、２条高うね、施肥量は N 成分 1.5kg/a。８月 15 日～11

月７日まで電照（暗期中断、23 時～１時の２時間）を実施。10 月中旬から保温。  
３月鉢上げ苗：培養苗を３月１日に 35 穴セルトレイに鉢上げ。  

前年秋鉢上げ苗：培養苗を前年 10 月 20 日に 35 穴セルトレイに鉢上げ。 
ランナー苗：前年９月にランナー増殖した苗を露地ほ場に仮植。  
 



 

 

［具体的データ］ 

表１ 苗の経歴別株当たり商品果収量（2010 年） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表２ 苗の経歴別生育状況（2010 年） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 苗の経歴別果実品質（2010 年） 

 
 
 
 
 
 
表４ 培養苗の育苗容器が株当たり商品果収量に与える影響（2009 年） 
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研究担当者：柴田昌人、鹿野弘、高野岩雄 
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※培養苗は10月7日に各容器に鉢上げ。
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品種 苗の経歴 糖度(％) 酸度(％) 硬度（g）

培養苗前年秋鉢上げ 9.0 0.83 128
ランナー苗前年秋採苗 9.1 0.90 123
培養苗３月鉢上げ 9.0 0.87 91
ランナー苗前年秋採苗 9.2 0.89 99

※数値は8月～11月まで，13回調査した平均値。

デコルージュ

サマードロップ

培養苗３月鉢上げ 6.4 2.7 4.6 21.0 70.6 76.5 115.4
培養苗前年秋鉢上げ 6.5 6.2 5.1 20.2 69.7 85.4 104.8
ランナー苗前年秋採苗 8.3 9.4 16.5 21.3 72.1 86.6 125.3
培養苗３月鉢上げ 5.9 3.5 4.5 23.9 83.5 111.8 147.8
ランナー苗前年秋採苗 5.9 4.6 8.5 21.5 81.6 90.0 130.0

※クラウン径は展開葉数3枚に調整後デジタルノギスで測定。
※地上部重及び地下部重は生重量。
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